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                           泉ケ岳
いずみがたけ

では、８月 初旬
がつしょじゅん

から９月 中 旬
がつちゅうじゅん

ごろまで、

草原
そうげん

の中
なか

に数本
すうほん

ずつ、または群生
ぐんせい

しているのをよく

見
み

かけることができます。 

                           高
たか

さは 70 ｃ ｍ
せんちめーとる

から１ m
めーとる

ほど。細長
ほそなが

い茎
くき

の先
さき

に楕円形
だ え ん け い

の花
はな

をつける様子
よ う す

は、マッチ棒
ぼう

のようです。 

                           名前
な ま え

の由来
ゆ ら い

はいくつも説
せつ

があり、花
はな

が小
ちい

さく目立
め だ

たないために「 私
わたし

も他
ほか

の花
はな

と同
おな

じ紅色
べにいろ

ですよ」と

主 張
しゅちょう

する意味
い み

の「吾亦紅
われまたこう

」から来
き

たという説
せつ

。花
はな

の

形
かたち

が鳥
とり

の巣
す

からデザインされた家紋
か も ん

「木瓜紋
もっこうもん

」に似
に

ていて、つぼみが割
わ

れて花
はな

が咲
さ

くことから、「割
わ

れ

木瓜
もっこう

」とされたという説
せつ

などがあります。 

開花寸前のつぼみのアップ 木瓜紋 


